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山
形
大
学
農
学
部「
実
証
展
示
圃
」で 

畑
作
と
畜
産
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を 

検
証
中

山
形
大
学
農
学
部
附
属
高
坂
農
場
に
設

け
ら
れ
た
実
証
展
示
圃
で
の
検
証
は
今
年

で
２
年
目
に
な
る
。
今
年
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

（
ト
ヨ
シ
ロ
）、
大
豆
（
里
の
ほ
ほ
え
み
・

エ
ン
レ
イ
・
シ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
）、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
（
Ｔ
Ｘ
１
３
３
４
）、
緑
肥
（
ヘ

ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
・
エ
ン
バ
ク
）
を
作
付
け

し
て
い
る
。
緑
肥
の
後
、
秋
以
降
に
小
麦

（
ゆ
き
ち
か
ら
）
を
播
種
す
る
。

現
在
、
日
本
の
畜
肉
消
費
は
飼
料
や
生

肉
で
米
国
農
業
に
依
存
し
て
い
る
。
実
証

展
示
圃
で
は
国
内
で
飼
料
供
給
体
制
を
開

発
し
、
米
国
と
競
争
で
き
る
こ
と
を
実
証

す
る
。
そ
の
た
め
に
規
格
内
品
の
収
量
目

標
数
値
を
達
成
し
、
規
格
外
品
を
畜
産
に

提
供
し
、畜
産
の
堆
肥
を
畑
に
投
入
す
る
。

規
格
外
品
を
畜
産
業
に
無
料
で
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
畜
肉
生
産
コ
ス

ト
で
は
50
〜
60
％
に
お
よ
ぶ
飼
料
コ
ス
ト

を
現
在
の
１
／
３
に
削
減
す
る
と
い
う
仮

説
を
検
証
す
る
。
食
品
加
工
業
と
の
契
約

栽
培
の
場
合
、
一
般
的
に
収
量
全
体
の
20

〜
30
％
が
規
格
外
品
に
な
る
。

ま
た
、
規
格
内
品
の
収
量
の
目
標
数
値

を
達
成
す
る
た
め
、
穀
物
の
輪
作
体
系
を

組
み
、
堆
肥
投
入
に
よ
る
土
づ
く
り
を
す

る
栽
培
法
を
検
証
す
る
。
輪
作
体
系
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ
→
緑
肥
→
大
豆
、
大
豆
→
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
→
緑
肥
→
小

麦
、
緑
肥
→
ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
。
①
家
畜
の
飼
料
に
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
栽
培
経
費
を
で
き
る
限
り
抑
え

る
。
マ
メ
科
の
根
粒
菌
に
よ
る
窒
素
固
定

で
地
力
を
上
げ
、
収
穫
残
渣
を
す
き
込
ん

で
翌
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
減
肥
に
つ
な

げ
る
。
②
秋
ま
き
小
麦
の
播
種
前
に
、
土

地
の
有
効
活
用
と
土
づ
く
り
の
た
め
緑
肥

を
作
付
け
す
る
。
マ
メ
科
の
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
で
窒
素
固
定
を
、
イ
ネ
科
の
エ
ン
バ

ク
で
有
機
物
を
投
入
す
る
。
③
緑
肥
の
後

の
土
壌
リ
セ
ッ
ト
と
有
機
物
の
投
入
と
し

て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
す
る
。
収
穫
後
も

緑
肥
を
栽
培
し
て
す
き
込
む
。
こ
う
し
て

「
畑
作
と
畜
産
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
実

証
し
て
い
く
。

11
月
28
日
に
「
収
穫
感
謝
祭
」
を
開
催

放
牧
養
豚
の
意
義

７
月
31
日
〜
８
月
１
日
、
私
は
北
海

道
の
放
牧
養
豚
場
や
害
獣
対
策
の
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。
恵
庭
市
に
あ
る「
え

こ
り
ん
村
」
で
は
、
山
林
に
電
気
柵
で

囲
っ
た
放
牧
場
を
作
り
、
ス
ト
レ
ス
の

少
な
い
環
境
で
豚
を
肥
育
し
て
い
ま
す
。

畜
産
は
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の

要
に
な
り
ま
す
。
食
料
自
給
率
を
上
げ

る
に
は
、
飼
料
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
人
は
、
コ
メ
よ
り
肉
を

食
べ
る
欧
米
型
の
食
生
活
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。
現
在
は
、
豚
肉
加
工
品
の
ハ

ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
大
部
分
は
原
料
に

安
い
輸
入
品
が
使
用
さ
れ
、
国
産
の
肉

も
飼
料
の
大
部
分
が
輸
入
品
で
す
。
地

域
で
畑
作
と
畜
産
の
循
環
型
農
業
を
成

立
さ
せ
れ
ば
、
飼
料
代
が
抑
え
ら
れ
、

国
産
の
豚
で
畜
肉
加
工
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
の
な
か
で
畑
作
と
畜
産
の
循
環

型
農
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
畑
作
穀

物
の
加
工
場
が
で
き
、
規
格
外
の
作
物

と
加
工
残
渣
が
飼
料
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
堆
肥
は
、
畑
の

土
づ
く
り
に
必
要
な
有
機
物
で
す
。

ま
た
、
畜
肉
加
工
場
、
大
豆
や
小
麦
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
加
工
食
品
の
工
場
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子豚は平場で放牧

は
、
周
年
操
業
の
作
業
場
に
な
り
、
女

性
の
職
場
に
な
り
ま
す
。

畜
産
業
を
「
放
牧
」
で
行
な
う
こ
と

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
地
域
の
土

地
利
用
を
考
え
る
と
き
、
平
野
に
は
水

田
、
傾
斜
地
に
は
畑
、
そ
し
て
山
際
で

は
畜
産
を
営
む
の
が
理
想
的
で
す
。
コ

メ
余
り
の
な
か
で
、
無
理
に
傾
斜
地
や

山
際
の
水
田
を
維
持
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
畜
を
放
牧
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
。も
と
も
と
畜
産
は
放
牧
で
し
た
。

山
際
の
耕
作
放
棄
地
も
有
効
活
用
で

き
、
獣
害
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
餌
に
抗
生

物
質
を
混
ぜ
な
く
て
も
免
疫
力
が
つ
き

病
気
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

先
般
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
、

動
物
福
祉
の
観
点
か
ら
日
本
の
豚
肉
の

Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
が
阻
ま
れ
ま
し
た
。
Ｅ

Ｕ
で
は
動
物
福
祉
に
政
策
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
最
低
基
準

と
し
て
「
Ｅ
Ｕ
法
規
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
感
情
的
な
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
工
業
的
な
畜
産
へ
の

反
発
が
あ
り
ま
す
。
家
畜
の
病
気
や
薬

品
の
多
用
、
環
境
汚
染
な
ど
の
問
題
か

ら
、
食
品
安
全
性
や
畜
産
物
の
品
質
に

対
す
る
懸
念
か
ら
く
る
も
の
で
す
。

放
牧
養
豚
に
取
り
組
む
人
々
の
話
を

聞
く
と
、
放
牧
し
て
い
る
豚
は
病
気
に

な
り
に
く
く
、
ロ
ス
が
少
な
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
そ
う
で
す
。放
牧
は
、

持
続
可
能
社
会
の
機
運
の
高
ま
り
の
な

か
で
動
物
福
祉
を
支
持
す
る
世
界
的
な

流
れ
に
も
合
致
し
て
い
ま
す
。

る
。
現
在
約
１
０
０
頭
の
子
豚
が
駆
け
回

り
な
が
ら
肥
育
さ
れ
て
い
る
。

生
後
４
カ
月
に
な
る
と
母
豚
候
補
は
山

林
で
放
牧
す
る
。
８
カ
月
経
つ
と
母
豚
を
決 

め
、
他
は
出
荷
さ
れ
る
。
母
豚
候
補
は
電
気

柵
で
囲
ま
れ
た
山
林
で
自
由
に
動
き
回
り 

な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。
子
豚
と
母
豚
は

好
き
な
と
き
に
自
由
に
餌
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
放
牧
場
の
一
角
に
そ
れ
ぞ
れ
濃

厚
飼
料
の
給
飼
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
環
境

で
豚
を
肥
育
し
て
い
る
た
め
健
康
状
態
が

良
好
だ
と
い
う
。

母豚候補は山林で放牧

し
、
市
民
に
も
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

北
海
道
の
放
牧
養
豚
を
視
察 

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
× 

農
村
経
営
研
究
会

（
株
）
ア
レ
フ
が
運
営
す
る
「
え
こ
り
ん

村
」（
北
海
道
恵
庭
市
）
で
は
、
畜
産
業

を
営
ん
で
お
り
、
放
牧
し
た
豚
を
出
荷
し

て
い
る
。

子
豚
の
う
ち
は
平
場
で
放
牧
し
て
い

る
。
春
夏
は
生
後
約
25
〜
30
日
、
秋
冬
の

雪
が
積
も
る
時
期
は
屋
内
で
肥
育
後
、
遅

く
と
も
生
後
３
カ
月
後
に
は
放
牧
を
始
め


